
2024 年 10 月 30 日

11 時 0 分から 20 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・お花見　・川遊び　・ハロウィンパーティー　・クリスマスパーティー　・初詣

（別添資料１）

家族支援

・進級や進学だけでなく、成人後の生活を見据えて助言を行う。

移行支援

・将来の自立等に向けて、学校や他事業所との連携を行う。

地域支援・地域連携

・住み慣れた地域で生活が続けられるよう、関係機関や地域住民等の協
力者を増やす。 職員の質の向上

・年1回、資質向上のための研修を行う。
・年2回以上、全職員を対象とした個別面談を行う。
・新入職員に対してはOJT期間を1～2週間程度設ける。

支　援　内　容

・身辺自立に向けた日常動作技能の獲得を支援する。
・「食」の重要性をまなぶため、調理のプログラムを提供する。

・感覚の特性（過敏/鈍麻）を踏まえ、環境を整え感覚の偏りを和らげる。
・遊びを通じ、四肢や体幹の成長を補助する。

本
人
支
援

・時計や活動表を用いて時間の概念を獲得できるよう支援する。
・数量、色、大小、重さ等の違いが理解できるよう支援する。

・コミュニケーションを円滑に取るため、絵カード、ジェスチャー、携帯端末等を活用する。
・障害程度に合わせて、読み書き能力が向上するよう支援する。
・状況に応じた丁寧かつふさわしい言葉遣いができるよう支援する。

・社会性や協調性をまなぶため、集団活動の場を提供する。
・他者と関わることで人間関係構築の手助けをし、自己理解を深める。

支援方針

・買い物、工作、調理などのプログラムを通して「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」の5領域を総合的に支
援する。
・成人後も住み慣れた地域で生活が続けられるよう、自主性と自立心を養う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

買って、作って、食べる

事業所名 bridge 作成日支援プログラム（参考様式）


